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舎 密 開 宗 は10年 にわ た る努 力 の 後、 宇 田川 椿 苓 が1847年 に刊 行 した我 が
国 の 最 初 の化 学 の教 科書 で あ る。 原 書 は イ ギ リス の 化学 者WilliamHenry
のElementsofExperimentalChemistryを ドイ ツの化 学 者JohanBartho-
10maeusTrommsdorfが 独 訳 し、 それ が さ らに オ ラ ンダのAdolphusYpeyに
よ って 蘭訳 され た もの を 宇 田川 が 邦 訳 した もの で あ る。 将 軍 吉 宗 に よ る蘭書
解 禁 で 当 時 は蘭 書 の み 読 む こ とが 許 され たわ けで あ る。 宇 田川 の仕 事 は邦訳
と して通 常簡 単 に紹 介 され るが 、 舎 密開 宗 は決 して逐 語 訳 的 単純 な訳 業 で は
な く、 訳載 されて い る化 学 物 質 が 当 時既 知 で あ った物 質 と同 じで あ るか 否 か
を 同 定 し、 も し新 奇 未知 の もので あれ ば それ に新 しい名 前 を 与 え、 ま た今迄
知 らなか った事 象 で あ る場 合 は、 いろ いろ考 察 して適 当 な用 語 を造 って 訳 と
したの で あ る。 その 作業 は容 易 な こ とで は な い。 例 えば 、 彼 はテ キ ス ト中 の
物 質 が既 に知 られ て い た今 日の棚砂 に 当 た る ことを推 定 し、 そ う訳 して い る
が 、 これ一 っで も、 そ の仕 事 が 並 み大 抵 の労 で す む こ とで はな い こ とが推 察
され るの で あ る。
元 来、 物 質 の記 載、 分 類 は本 草学 の名 に よ って東 洋 は世 界 に 先が け た体系
を 構 築 して お り、 非 常 に 高 い水 準 に あ った と して よ いで あ ろ う。 椿 苓 は、舎
密 開 宗 の訳 に と りか か る前、 すで に に植 物 啓原 を著 し、 ま た ラボ ァ ジェ ーの
Traiteelementairedechimie(1797)の 蘭訳 版 も含 め24冊 もr'化 学 書 を参
考 に して い る との こ とで あ って1、 東 洋 の本 草学 、 す なわ ち薬 イ、学 の蓄 積 が
椿 苓 の並 々 な らぬ学 才 に よ って 、 「西 欧 化学 」の翻 訳 に生 か され た とい うべ
き なの で あ る。 宇 田川 が 訳 出 した もので 、 東洋 の学 的蓄 積 内容 と合 致 す る も
の は、 そ の ま ま 旧来 の漢 字 表 記 の用 語 が 与 え られ た ので あ ろ う。 ま た、 従 存
の 知 識 に な い もの(事 象)に 対 して は、 宇 田川 は新 し く造 語 し命 名 しな け ユ
ば な らな か った。 しか もその と き、 宇 田川 は その 「事 象 」にっ いて 、 実 験 的
な 実 体 を知 らな いの で あ る。 彼 の 直面 した難事 業 を察 す る こ とが 出来 る
Henryの 原 書 はい ち早 く独 訳 、蘭 訳 が 出来、 ま た 刊行 後30年 で11貯 ≠ 《
ね る ほ ど広 く流布 した とい う。iそ れ は、 この テキ ス トが 当 時 の西 欧,rも 新
時 代 を 画す る もの で、 す なわ ち、 旧来 の 西欧 の化 学 が 記 述 的、 静 的で あ った
の に対 し、 今 日で い う物 理 化学 の 内容 の もの で、 反 応 の 記 述 に新 生 面 を 示 オ
もの で あ ったか らで あ る。 これ は、 「本 草学 」に あ って も全 く同様 に いえ る
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こ とで あ る。 植物 、 鉱 物 等 の物 産 の分 類 と記 載 で あ る本 草学 の知 識 を もって
して は、 新 しい化 学 の テキ ス トを翻 訳 す る仕 事 は至 難 の わ ざで あ ろ う。 そ こ
で 宇 田川 は多 数 の参 考 書 の助 けを借 りた とは いえ、 「実証 科 学 で あ る西 欧 化
学 」を 乏 しい経 験 と本 草学 の基 盤 の み で翻 訳 す る と い う仕 事 に立 ち向か った
の で あ る。 す なわ ち 「経 験 」な しに 日本 語(漢 字)で 訳 出 しよ う と した わ け
で あ る。 そ して 「原 書 一巻 を三 篇 と し、 第 一篇 を元 素 の 集合(物 質)の 記述 、
第 二篇 、 第 三 篇 は 試薬 を もって雑 合 諸 品(原 文)を 分 析 し薬 品 の真 贋 を 明 め 」
云 々 と記 して 、 第 一篇 を 内篇、 第 二 、 第 三 篇 を外 篇 と した。 上 記 の宇 田川 の
記 述 す る数 行 の中 にすで に我 々 は 宇 田川 の科学 用語 で あ る 「試 薬 」 と 「分析 」
の 二 語 を見 出 し、 我 が 国 の科学 の歴 史 の沿 革 が 古 く長 い ことを察 知 させ るの
で あ る。
本 稿 は 舎密 開 宗 の 内篇 の 冒頭 の 巻1第1章 中 に現 わ れ る用語 を抽 出 し、 そ
の 中 で今 日、 化 学 学 術用 語 と して 日本化 学 会 が 制定 した もの が どれ 位 あ るか
を 検 討 した結 果を 示 す もので あ る。 内篇 の用 語 で今 日の もの と一致 す る もの
は、 我 が 国古 来 の 科 学 を源 流 とす る もの と して よ い で あ ろ う。 問題 は一 致 し
な い もの の 中 に注 意 す べ き もの が あ る こ とで あ る。 我 が 国 の学 術 用 語 は、19
世 紀 末葉 か ら20世 紀 初頭 にか けて、中国 の 影響 を 受 け る と ころ多 大 で あ った。
その 一例 を あ げれ ば 、Chemieを 音 訳 して 舎密(セ イ ミ)と した もの を、 川
本 幸 民 らの 唱導 で 、 中 国語 の表 現 「化学 」に変 え た ご と きで あ る。 現 代 の 中
国 語 表現 の用 語 と本 邦 の用 語 の比 較 に つ いて 、 我 々 は別 途 に検 討 を行 い本 年
報 にそ の第 一 稿 を 報 告 した。 舎 密 開 宗 の用 語 の検 討解 析 は、 我 が 国 固有 の 造
語 と 日、 中 の 近代 の 造語 が関 わ る問 題で 極 めて 興 味 あ る対 象 と思 わ れ る。
筆 者 は、 こ こに事 実 的知 見 を 提 示 す るに と どめ 、 関心 を 共 に され る識 者 の
教 示 を ま ちた い と考 え る。
(1)柴 田 雄 次,化 学 教 育,13,163(1965)
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舎密開宗 巻1中 に見 られる化学用語


































































































イ ヲ ヂ ウム
伊阿冑母




ヲ ス ミユ ム
阿 斯 纏 母
弄 ドミウ ム
嘉 度 密烏 母
ウ ラ ニウム
烏刺紐母




コ リユム ピウ ム
格縮彪母
ア ソ　 チ キユ
亜曹知究(窒 素)




モ レイプ タ　 ニユム
莫列貌達紐母
ズ ダ ンニユ ム
斯丹紐母(錫)

















ウ ヲル フ ラ ミ ゥ ム































リ チ ウ ム
利知烏母




マ グ ネ シウ ム
麻掘温隻母
7。 ミ ウ ム
蒲羅密烏母
フ リユ ヲ リ ネ
弗律阿里浬
テ ル リユ リウ ム
的爾律榴 母
ア リユ ミ ウ ム
亜律密烏母
シ リ シ ウム
悉里隻母
ス ロ ロ ン
蘇魯林






ア ル カ ロ イ デ ン
亜爾加羅乙旬











ヲ キ セ イゲ ニウム
阿幾舎厄紐母(酸 素)




ブ ラ チ ニユ ム
布 刺 知 紐 母(白 金)
;ハ ル テユム
箇 抜 爾 失 母




シ ユル フ ユル
須爾扶爾(硫 黄)




















































































































フ ラ ンク レ インセ ポ ル レン
弗蘭苦列 印撮勃爾連
散換
櫟化
和力
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